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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
六
百
一
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
収
用
事
業
の
認
定
を
し
た
。

平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
起
業
者
の
名
称

北
杜
市

二
　
事
業
の
種
類

上
教
来
石
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
建
設
事
業

三
　
起
業
地

１
　
収
用
の
部
分
　
北
杜
市
白
州
町
上
教
来
石
字
韮
原
地
内

２
　
使
用
の
部
分
　
な
し

四
　
事
業
を
認
定
し
た
理
由

１
　
法
第
二
十
条
第
一
号
要
件

上
教
来
石
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
建
設
事
業
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
法

第
三
条
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
「
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
庁
舎
、
工
場
、
研
究
所
、
試
験
所

そ
の
他
直
接
そ
の
事
務
又
は
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
法
第

二
十
条
第
一
号
の
要
件
に
該
当
す
る
。

２
　
法
第
二
十
条
第
二
号
要
件

起
業
者
は
、
関
東
農
政
局
長
か
ら
実
施
採
択
を
受
け
、
特
別
会
計
に
よ
り
財
政
措
置
を
講
じ
て

お
り
、
本
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
及
び
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
法
第
二
十
条
第
二
号
に
該
当
す
る
。

３
　
法
第
二
十
条
第
三
号
要
件

（一）

申
請
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

北
杜
市
は
、
平
成
十
六
年
十
一
月
に
明
野
村
ほ
か
六
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
市
で
、
本

年
三
月
に
は
小
淵
沢
町
を
編
入
し
、
現
在
、
合
併
の
際
に
策
定
し
た
「
新
市
建
設
計
画
」（
以

下
「
新
市
計
画
」
と
い
う
。）
及
び
平
成
十
七
年
四
月
に
策
定
し
た
「
北
杜
市
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
」（
以
下
「
促
進
計
画
」
と
い
う
。）
に
基
づ
き
施
策
を
進
め
て
い
る
。
本
事
業
は
、

新
市
計
画
で
定
め
た
「
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
づ
く
り
」
及
び
促
進
計
画
で
定
め
た
「
生
活
環

境
の
整
備
」
の
施
策
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
の
発

展
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
の
た
め
、
汚
水
処
理
施
設
を
建
設
す
る
事
業
で
あ
る
。

本
事
業
が
完
成
す
る
と
、
当
該
集
落
に
お
け
る
し
尿
及
び
生
活
雑
排
水
等
を
処
理
す
る
施
設

が
整
備
さ
れ
、
農
村
生
活
環
境
の
改
善
及
び
公
共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
が
図
ら
れ
る
と
共
に

公
衆
衛
生
や
地
域
の
健
全
な
発
展
が
推
進
さ
れ
る
等
、
本
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共

の
利
益
は
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
。

（二）

申
請
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益

本
事
業
の
施
行
に
よ
り
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
は
、
工
事
期
間
中
の
騒
音
及
び
振
動
に
起

因
す
る
周
辺
環
境
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
周
辺
に
は
民
家
は
な
く
、
周
辺
環
境
に
与
え

る
影
響
は
小
さ
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
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軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
北
杜
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
と
、
本
件
起
業
地
内
に
は
、
起
業
者
が
保
護
の
た
め
特

別
の
措
置
を
講
ず
る
埋
蔵
文
化
財
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

（三）

代
替
案
と
の
比
較

本
事
業
の
施
行
位
置
に
つ
い
て
は
、
利
便
性
、
経
済
性
、
環
境
等
の
要
件
を
考
慮
し
選
定
さ

れ
た
三
案
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
結
果
、
本
事
業
の
起
業
地
が
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す

最
も
適
当
な
も
の
と
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（四）

比
較
衡
量

（一）
で
述
べ
た
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
（二）
で
述
べ
た
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡
量
し
た
結

果
、
本
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
（三）
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
事
業
の
起
業
地
は
、
代
替
案
と
比
較
し
て
最
も
適

切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
本
事
業
は
、「
土
地
の
適
正
且
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
」
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
三
号
に
該
当
す
る
。

４
　
法
第
二
十
条
第
四
号
要
件

（一）

申
請
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

本
事
業
は
、
旧
白
州
町
が
策
定
し
た
「
第
四
次
白
州
町
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
平
成
元
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
町
村
合
併
後
も
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
起
業

者
は
、
本
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
関
東
農
政
局
長
か
ら
実
施
採
択
を
受
け
、
財
政
措
置
を
講

ず
る
等
、
準
備
を
進
め
て
き
て
お
り
、
計
画
的
に
事
業
を
遂
行
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
早
期

に
本
事
業
を
施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

（二）

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性

本
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
国
が
定
め
た
設
計
指
針
に
基
づ
き
積
算
さ
れ
て
お
り
、

処
理
対
象
人
口
に
つ
い
て
も
基
本
設
計
を
行
い
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
必
要
な
範
囲

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
起
業
地
の
範
囲
に
お
い
て
、
一
時
的
な
利
用
に
供
さ
れ
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
使
用

に
は
な
じ
ま
な
い
た
め
、
収
用
と
す
る
こ
と
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（三）

収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
性

以
上
に
よ
り
、
本
事
業
は
、
「
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
」
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
四
号
に
該
当
す
る
。

５
　
結
論

１
か
ら
４
ま
で
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
事
業
は
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
に
よ
り
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

北
杜
市
役
所
白
州
総
合
支
所
環
境
整
備
課

山
梨
県
告
示
第
六
百
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務
所
峡

北
支
所
に
お
い
て
、こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
横
手
日
野
春
停
車
場
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

北
杜
市
武
川
町
大
字
山
高
字
宮
川
原
五
七
三
番
地

旧

五
・
二
〜

一
二
一
・
〇

の
一
地
先
か
ら

八
・
〇

北
杜
市
武
川
町
大
字
山
高
字
宮
川
原
五
七
三
番
地

の
二
地
先
ま
で

新

六
・
二
〜

一
二
一
・
〇

一
二
・
〇

山
梨
県
告
示
第
六
百
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務
所

（
峡
北
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
一
般

の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

甲
府
中
央
右

中
央
市
大
字
乙
黒
字
下
河
原
七
六
二

一
二
五
・
〇
平
成
十
八
年

左
口
線

番
の
一
一
地
先
か
ら

十
二
月
七
日

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
二
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

八
六
六



中
央
市
大
字
乙
黒
字
下
河
原
官
有
無

番
地
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
六
百
四
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
、
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
砂

防
課
及
び
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域

市
町
村
名

土
砂
災
害
警
戒

土
砂
災
害
の
発
生

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
表
示

区
域
の
名
称

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

都
留
市

中
津
森
の
４

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

下
大
幡

急
傾
斜
地
の
崩
壊

下
岩
崎

急
傾
斜
地
の
崩
壊

中
津
森
の
５

急
傾
斜
地
の
崩
壊

上
岩
崎
│
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

上
岩
崎
│
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

丹
保

急
傾
斜
地
の
崩
壊

上
道
沢

急
傾
斜
地
の
崩
壊

上
大
幡

急
傾
斜
地
の
崩
壊

高
畑

急
傾
斜
地
の
崩
壊

高
畑
の
２
│
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

高
畑
の
２
│
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

高
畑
の
２
│
３

急
傾
斜
地
の
崩
壊

高
畑
の
３

急
傾
斜
地
の
崩
壊

大
幡
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

下
大
幡
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

岩
崎
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

入
道
沢
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

上
大
幡
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

中
津
森
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

丹
保
Ⅲ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

岩
崎
沢

土
石
流

丹
保
川

土
石
流

丹
保
沢

土
石
流

丹
保
沢
２
│
１

土
石
流

丹
保
沢
２
│
２

土
石
流

春
日
沢
│
１

土
石
流

春
日
沢
│
２

土
石
流

入
道
沢
│
１

土
石
流

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
二
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

八
六
七



入
道
沢
│
２

土
石
流

入
道
沢
│
３

土
石
流

入
道
沢
│
４

土
石
流

入
道
沢
│
５

土
石
流

入
道
沢
│
６

土
石
流

南
川

土
石
流

宮
地
東
沢

土
石
流

宮
地
沢

土
石
流

沼
沢

土
石
流

唐
沢
│
１

土
石
流

唐
沢
│
２

土
石
流

上
大
幡
沢

土
石
流

御
座
石
川

土
石
流

本
社
川

土
石
流

高
畑
沢

土
石
流

上
大
幡
沢
２

土
石
流

福
源
沢

土
石
流

船
井
沢

土
石
流

西
ハ
ツ
沢

土
石
流

八
ツ
沢

土
石
流

カ
ニ
川

土
石
流

岩
崎
沢
│
１

土
石
流

岩
崎
沢
│
２

土
石
流

岩
崎
東
沢

土
石
流

豊
川
沢

土
石
流

丹
沢
川
│
１

土
石
流

丹
沢
川
│
２

土
石
流

丹
沢
川
│
３

土
石
流

上
大
幡
西
沢

土
石
流

赤
井
沢

土
石
流

二
　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

市
町
村
名

土
砂
災
害
特
別
警
戒

土
砂
災
害
の
発
生

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
表

区
域
の
名
称

原
因
と
な
る
自
然

示
及
び
当
該
自
然
現
象
に
よ
り

現
象
の
種
類

建
築
物
に
作
用
す
る
と
想
定
さ

れ
る
衝
撃
に
関
す
る
事
項

都
留
市

中
津
森
の
４

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

下
大
幡

急
傾
斜
地
の
崩
壊

下
岩
崎

急
傾
斜
地
の
崩
壊

中
津
森
の
５

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
二
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

八
六
八



上
岩
崎
│
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

上
岩
崎
│
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

丹
保

急
傾
斜
地
の
崩
壊

上
道
沢

急
傾
斜
地
の
崩
壊

上
大
幡

急
傾
斜
地
の
崩
壊

高
畑

急
傾
斜
地
の
崩
壊

高
畑
の
２
│
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

高
畑
の
２
│
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

高
畑
の
２
│
３

急
傾
斜
地
の
崩
壊

高
畑
の
３

急
傾
斜
地
の
崩
壊

大
幡
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

下
大
幡
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

岩
崎
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

入
道
沢
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

上
大
幡
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

中
津
森
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

丹
保
Ⅲ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

丹
保
川

土
石
流

丹
保
沢
２
│
１

土
石
流

丹
保
沢
２
│
２

土
石
流

春
日
沢
│
１

土
石
流

春
日
沢
│
２

土
石
流

入
道
沢
│
２

土
石
流

入
道
沢
│
３

土
石
流

入
道
沢
│
４

土
石
流

入
道
沢
│
５

土
石
流

入
道
沢
│
６

土
石
流

宮
地
東
沢

土
石
流

宮
地
沢

土
石
流

沼
沢

土
石
流

唐
沢
│
１

土
石
流

唐
沢
│
２

土
石
流

上
大
幡
沢

土
石
流

御
座
石
川

土
石
流

本
社
川

土
石
流

高
畑
沢

土
石
流

上
大
幡
沢
２

土
石
流

船
井
沢

土
石
流

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
二
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

八
六
九



西
ハ
ツ
沢

土
石
流

岩
崎
沢
│
１

土
石
流

岩
崎
東
沢

土
石
流

豊
川
沢

土
石
流

丹
沢
川
│
２

土
石
流

丹
沢
川
│
３

土
石
流

上
大
幡
西
沢

土
石
流

山
梨
県
告
示
第
六
百
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
市
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

当
該
都
市
計
画
の
図
書
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
都
市
計
画
の
種
類

甲
府
都
市
計
画
道
路

（
三
・
三
・
一
号
　
和
戸
町
竜
王
線
）

二
　
都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
土
地
の
区
域

縦
覧
に
供
す
る
図
書
に
明
示
す
る
部
分

三
　
縦
覧
場
所

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
山
梨
県
土
木
部
都
市
計
画
課

公
　
　
　
告

'

県
政
功
績
者

山
梨
県
表
彰
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
十
二
号
）
に
基
づ
く
平
成
十
八
年
度
県
政
功
績

者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

個
人

功
績
分
野

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

特
別
功
績

渡
　
辺
　
喜
　
一

東
京
都
中
野
区
鷺
宮
一
丁
目
十
二
番
九
号

地
方
自
治

梶
　
原
　
梅
太
郎

笛
吹
市
芦
川
町
鶯
宿
六
百
三
十
五
番
地

栗
　
原
　
雅
　
智

富
士
吉
田
市
竜
ケ
丘
二
丁
目
七
番
八
号

佐
　
藤
　
卓
　
司

南
都
留
郡
道
志
村
八
千
二
百
九
番
地

中
　
田
　
欽
　
哉

北
杜
市
須
玉
町
若
神
子
四
千
八
百
四
十
二
番
地

●
　
瀬
　
義
　
一

山
梨
市
牧
丘
町
室
伏
三
百
九
十
七
番
地

水
　
上
　
末
　
雄

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
大
塚
三
千
八
百
一
番
地

芦
　
澤
　
幸
　
榮

北
都
留
郡
丹
波
山
村
四
千
九
百
四
十
五
番
地
三

伊
　
藤
　
　
　
功

韮
崎
市
穴
山
町
三
千
三
百
三
十
一
番
地

大
久
保
　
　
　
洸

甲
州
市
塩
山
上
萩
原
千
四
百
八
十
一
番
地
一

乙
黒
　
三
代
太
郎

中
央
市
成
島
千
三
百
八
十
番
地

窪
　
田
　
義
　
久

北
杜
市
長
坂
町
長
坂
上
条
二
千
四
百
九
十
二
番
地

佐
　
藤
　
正
　
彦

甲
州
市
大
和
町
初
鹿
野
千
五
百
七
十
五
番
地

篠
　
原
　
泰
　
雄

北
杜
市
明
野
町
浅
尾
六
百
五
十
番
地

末
　
木
　
隆
　
義

甲
府
市
中
村
町
九
番
三
十
一
号

田
　
中
　
和
　
芳

笛
吹
市
石
和
町
川
中
島
千
六
百
七
番
地
四
十

田
　
●
　
義
　
人

富
士
吉
田
市
下
吉
田
五
千
六
百
四
十
四
番
地

矢
　
●
　
貴
　
義

山
梨
市
下
石
森
千
七
十
四
番
地

稲
　
垣
　
善
　
雄

甲
斐
市
中
下
条
千
四
百
六
十
三
番
地
一

中
　
川
　
武
　
國

甲
府
市
東
光
寺
二
丁
目
二
十
八
番
十
四
号

草
　
薙
　
征
　
一

都
留
市
大
幡
千
七
百
九
十
番
地
一

高
　
松
　
美
　
男

甲
州
市
塩
山
下
於
曽
千
五
百
十
三
番
地

田
　
中
　
文
次
郎

甲
府
市
富
竹
三
丁
目
五
番
二
十
四
号

産
　
業

石
　
部
　
元
　
章

南
巨
摩
郡
身
延
町
下
部
九
百
六
十
八
番
地

窪
　
田
　
●
　
宣

甲
府
市
寿
町
十
六
番
一
号

前
　
島
　
善
　
福

笛
吹
市
一
宮
町
狐
新
居
八
百
番
地

渡
　
邉
　
規
　
矩

南
都
留
郡
西
桂
町
小
沼
千
三
百
一
番
地

井
　
上
　
年
　
雄

富
士
吉
田
市
竜
ケ
丘
二
丁
目
一
番
三
号

石
　
倉
　
定
　
紹

大
月
市
大
月
三
丁
目
三
番
七
号

遠
　
藤
　
敏
　
行

南
巨
摩
郡
身
延
町
身
延
三
千
六
百
四
十
八
番
地

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
二
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

八
七
〇



堀
　
内
　
　
　
●

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
六
十
八
番
地

小
　
林
　
幸
　
子

甲
府
市
向
町
三
百
八
十
番
地
一

小
　
松
　
義
　
文

甲
府
市
塩
部
三
丁
目
四
番
八
号

齋
　
藤
　
康
　
雄

笛
吹
市
八
代
町
永
井
千
七
百
八
十
一
番
地
一

小
　
林
　
忠
　
次

南
都
留
郡
鳴
沢
村
千
六
百
四
十
四
番
地
一

宮
　
下
　
●
　
光

富
士
吉
田
市
大
明
見
二
百
七
十
四
番
地

科
学
技
術

原
　
　
　
三
　
男

甲
府
市
愛
宕
町
百
六
十
四
番
地

教
育
文
化

岡
　
　
　
美
枝
子

笛
吹
市
御
坂
町
栗
合
百
二
十
二
番
地
一

小
　
松
　
壽
　
武

北
杜
市
長
坂
町
白
井
沢
八
百
四
十
七
番
地

齋
　
藤
　
勝
　
正

甲
府
市
西
田
町
二
番
二
十
号

志
　
村
　
　
　
洸

甲
府
市
伊
勢
二
丁
目
十
七
番
十
一
号

●
見
澤
　
　
　
稔

甲
府
市
北
新
二
丁
目
十
二
番
三
十
号

仲
　
澤
　
早
　
苗

山
梨
市
大
野
七
百
九
十
七
番
地

仁
　
科
　
義
　
民

大
月
市
猿
橋
町
猿
橋
二
百
四
十
九
番
地
三

三
　
浦
　
　
　
仁

東
京
都
八
王
子
市
西
寺
方
町
千
一
番
地
八
十
二

谷
　
戸
　
武
　
雄

北
杜
市
大
泉
町
谷
戸
二
千
二
百
七
十
二
番
地

社
会
福
祉

飯
　
島
　
康
　
夫

山
梨
市
小
原
西
七
百
二
十
八
番
地
の
二

上
　
田
　
　
　
功

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
市
川
大
門
四
千
百
九
十
九
番
地
二

清
　
水
　
百
太
郎

南
ア
ル
プ
ス
市
芦
安
芦
倉
八
百
七
十
七
番
地

土
　
橋
　
貴
美
子

笛
吹
市
御
坂
町
成
田
千
八
百
二
十
八
番
地
十
三

保
健
衛
生

芦
　
澤
　
　
　
紘

甲
府
市
酒
折
町
千
三
百
四
十
番
地
一

上
　
田
　
昭
　
雄

甲
府
市
丸
の
内
二
丁
目
十
六
番
九
号

深
　
沢
　
公
　
子

甲
府
市
住
吉
三
丁
目
十
六
番
二
十
三
号

古
　
屋
　
文
　
也

甲
府
市
国
母
一
丁
目
三
番
四
号

藥
　
袋
　
　
　
健

韮
崎
市
富
士
見
二
丁
目
十
三
番
二
号

団
体

功
績
分
野

団
　
体
　
名

所
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
地

環
　
　
境

富
士
の
緑
を
育
て

富
士
吉
田
市
下
吉
田
千
二
百
八
十
四
番
地

る
会

'

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
の
実
施

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
第
八
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ

り
、
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
試
験
日

平
成
十
九
年
二
月
十
七
日
（
土
）

二
　
試
験
場
所

甲
府
市
池
田
一
丁
目
六
番
一
号
　
山
梨
県
立
大
学
池
田
キ
ャ
ン
パ
ス

三
　
試
験
の
種
類

１
　
一
般
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

２
　
農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

３
　
特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

四
　
受
験
資
格

学
歴
、
年
齢
及
び
性
別
を
問
わ
な
い
。

五
　
試
験
の
方
法
及
び
科
目

１
　
筆
記
試
験

（一）

毒
物
及
び
劇
物
に
関
す
る
法
規

（二）

基
礎
化
学

（三）

毒
物
及
び
劇
物
の
性
質
及
び
貯
蔵
そ
の
他
取
扱
方
法

２
　
実
地
試
験

毒
物
及
び
劇
物
の
識
別
及
び
取
扱
方
法

六
　
受
験
手
続

１
　
提
出
書
類

（一）

受
験
願
書

（二）

住
民
票
抄
本
（
本
籍
が
記
載
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）

（三）

写
真
（
出
願
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
、
無
帽
、
上
半
身
像
、
縦
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
あ
っ
て
、
裏
面
に
氏
名
を
記
載
し
た
も
の
を
願
書
の
写

真
欄
に
は
り
付
け
る
こ
と
。）

２
　
受
験
手
数
料

一
万
五
百
円（
受
験
願
書
に
一
万
五
百
円
に
相
当
す
る
額
面
の
山
梨
県
収
入
証
紙
を
は
り
付
け
、

消
印
し
な
い
こ
と
。）

受
験
手
数
料
は
、
出
願
を
取
り
消
し
、
又
は
受
験
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
還
付
し
な
い
。

七
　
受
験
願
書
の
受
付
期
間
及
び
提
出
先

１
　
受
付
期
間

平
成
十
九
年
一
月
十
五
日
（
月
）
か
ら
同
月
十
九
日
（
金
）
ま
で
の
山
梨
県
の
休
日
を
定
め
る
　

条
例
（
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
に
定
め
る
県
の
休
日
を
除
く
毎
日
、
午
前
九
時
か
ら
正

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
二
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

八
七
一

 
 



午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
一
月
十

九
日
（
金
）
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
有
効
と
す
る
。

２
　
提
出
先

住
所
地
を
所
管
す
る
各
保
健
福
祉
事
務
所
（
保
健
所
（
支
所
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
）
に
提

出
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
県
外
居
住
者
に
あ
っ
て
は
、
山
梨
県
福
祉
保
健
部
衛
生
薬
務
課
（
山
梨

県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
）
に
提
出
す
る
こ
と
。

八
　
試
験
結
果
の
発
表
等

平
成
十
九
年
三
月
九
日
（
金
）
に
合
格
者
の
受
験
番
号
を
県
庁
南
側
及
び
各
保
健
福
祉
事
務
所
　

（
保
健
所
）
の
掲
示
板
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
山
梨
県
福
祉
保
健
部
衛
生
薬
務
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
示
す
る
。
ま
た
、
合
格
者
に
は
合
格
証
書
を
交
付
す
る
。

九
　
そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
福
祉
保
健
部
衛
生
薬
務
課
（
電
話
〇
五
五
―
二
二
三
―
一
四
九
一
）

に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

'

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
次
の

者
を
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

名
　
　
称

事
業
所
の
名
称

事
業
所
の
所
在
地

サ
ー
ビ
ス
内
容
主
た
る
対
象
者

社
会
福
祉
法
人

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

甲
府
市
下
飯
田
一
丁

行
動
援
護

知
的
障
害
者
・

山
梨
ラ
イ
ト
ハ

シ
ョ
ン
青
い
鳥

目
五
番
一
〇
号

児
童
・
精
神
障

ウ
ス

害
者

社
会
福
祉
法
人

笛
吹
市
社
会
福
祉

笛
吹
市
一
宮
町
末
木

居
宅
介
護
・
重
身
体
障
害
者
・

笛
吹
市
社
会
福

協
議
会
訪
問
介
護

八
三
九
番
地
一

度
訪
問
介
護

知
的
障
害
者
・

祉
協
議
会

事
業
所

児
童
・
精
神
障

害
者

社
会
福
祉
法
人

笛
吹
市
社
会
福
祉

笛
吹
市
一
宮
町
末
木

行
動
援
護

知
的
障
害
者
・

笛
吹
市
社
会
福

協
議
会
訪
問
介
護

八
三
九
番
地
一

児
童
・
精
神
障

祉
協
議
会

事
業
所

害
者

株
式
会
社
ケ
イ

訪
問
介
護
ふ
じ

南
都
留
郡
富
士
河
口

居
宅
介
護
・
重
身
体
障
害
者

・
テ
ィ
・
メ
デ

湖
町
船
津
一
五
一
三

度
訪
問
介
護

ィ
カ
ル

番
地
三

'

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
相
談
支
援
事
業
者
の
指
定

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
次
の

者
を
指
定
相
談
支
援
事
業
者
と
し
て
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

名
　
　
称

事
業
所
の
名
称

事
業
所
の
所
在
地

サ
ー
ビ
ス
内
容
主
た
る
対
象
者

社
会
福
祉
法
人

ど
り
ー
む
宝

大
月
市
七
保
町
下
和

相
談
支
援

身
体
障
害
者
・

山
梨
福
祉
事
業

田
一
六
〇
七
番
地
三

知
的
障
害
者
・

会

児
童
・
精
神
障

害
者

'

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
廃
止

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
廃
止
の
届
出
が
あ
っ

た
。

平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

名
　
　
称

事
業
所
の
名
称

事
業
所
の
所
在
地

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

社
会
福
祉
法
人
笛
吹

笛
吹
市
指
定
訪
問
介
護

笛
吹
市
春
日
居
町
加
茂
居
宅
介
護
・
重
度
訪

市
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
所
春
日
居
支
所

七
七
番
地
一

問
介
護

社
会
福
祉
法
人
笛
吹

笛
吹
市
指
定
訪
問
介
護

笛
吹
市
春
日
居
町
加
茂
行
動
援
護

市
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
所
春
日
居
支
所

七
七
番
地
一

社
会
福
祉
法
人
笛
吹

笛
吹
市
指
定
訪
問
介
護

笛
吹
市
石
和
町
小
石
和
居
宅
介
護
・
重
度
訪

市
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
所
石
和
支
所

七
五
一
番
地

問
介
護

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
二
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

八
七
二



社
会
福
祉
法
人
笛
吹

笛
吹
市
指
定
訪
問
介
護

笛
吹
市
石
和
町
小
石
和
行
動
援
護

市
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
所
石
和
支
所

七
五
一
番
地

社
会
福
祉
法
人
笛
吹

笛
吹
市
指
定
訪
問
介
護

笛
吹
市
御
坂
町
栗
合
八
居
宅
介
護
・
重
度
訪

市
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
所
御
坂
支
所

七
番
地

問
介
護

社
会
福
祉
法
人
笛
吹

笛
吹
市
指
定
訪
問
介
護

笛
吹
市
御
坂
町
栗
合
八
行
動
援
護

市
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
所
御
坂
支
所

七
番
地

社
会
福
祉
法
人
笛
吹

笛
吹
市
指
定
訪
問
介
護

笛
吹
市
八
代
町
南
三
二
居
宅
介
護
・
重
度
訪

市
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
所
八
代
支
所

六
番
地
一

問
介
護

社
会
福
祉
法
人
笛
吹

笛
吹
市
指
定
訪
問
介
護

笛
吹
市
八
代
町
南
三
二
行
動
援
護

市
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
所
八
代
支
所

六
番
地
一

社
会
福
祉
法
人
笛
吹

笛
吹
市
指
定
訪
問
介
護

笛
吹
市
境
川
町
藤
垈
二
居
宅
介
護
・
重
度
訪

市
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
所
境
川
支
所

五
八
八
番
地

問
介
護

社
会
福
祉
法
人
笛
吹

笛
吹
市
指
定
訪
問
介
護

笛
吹
市
境
川
町
藤
垈
二
行
動
援
護

市
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
所
境
川
支
所

五
八
八
番
地

'

峡
西
都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
を

変
更
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
公
告
し
、
当
該
都
市
計
画
の
変
更
案
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。
な
お
、
当
該
都
市
計
画

の
変
更
案
に
つ
い
て
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
都
市
計
画
の
種
類

峡
西
都
市
計
画
公
園

（
五
・
五
・
二
号
　
櫛
形
総
合
公
園
）

二
　
都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
土
地
の
区
域

縦
覧
に
供
す
る
図
書
に
明
示
す
る
部
分

三
　
縦
覧
場
所

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
山
梨
県
土
木
部
都
市
計
画
課

甲
府
市
貢
川
二
丁
目
一
番
八
号
　
中
北
建
設
事
務
所
都
市
整
備
課

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
三
百
七
十
六
番
地
　
南
ア
ル
プ
ス
市
建
設
部
都
市
整
備
課

四
　
縦
覧
期
間

平
成
十
八
年
十
二
月
八
日
か
ら
同
月
二
十
一
日
ま
で

'

平
成
十
八
年
二
級
建
築
士
試
験
の
合
格
者

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
平
成
十
八
年

二
級
建
築
士
試
験
の
合
格
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

受
　
験
　
番
　
号

氏
　
　
　
名

受
　
験
　
番
　
号

氏
　
　
　
名

二
Ｈ
―
一
〇
〇
八
五
Ｐ

竹
之
内
　
さ
や
か

二
Ｈ
―
一
〇
八
二
五
Ｍ

永
　
井
　
　
　
綾

二
Ｈ
―
一
〇
一
一
五
Ｙ

輿
　
水
　
　
　
望

二
Ｈ
―
一
〇
八
六
九
Ｐ

須
　
田
　
千
　
紘

二
Ｈ
―
一
〇
一
二
八
Ｒ

樋
　
泉
　
紀
　
彦

二
Ｈ
―
一
〇
八
八
一
Ｍ

渡
　
邉
　
　
　
守

二
Ｈ
―
一
〇
一
四
六
Ｍ

土
　
屋
　
　
　
伸

二
Ｈ
―
一
〇
八
八
二
Ｎ

杉
　
浦
　
　
　
力

二
Ｈ
―
一
〇
一
七
三
Ｌ

名
　
取
　
千
　
奈

二
Ｈ
―
一
〇
九
一
二
Ｒ

小
　
幡
　
　
　
潤

二
Ｈ
―
一
〇
一
八
九
Ｎ

中
　
澤
　
雅
　
人

二
Ｈ
―
一
〇
九
二
五
Ｐ

笹
　
本
　
啓
　
太

二
Ｈ
―
一
〇
二
五
七
Ｌ

清
　
水
　
正
　
人

二
Ｈ
―
一
一
〇
一
一
Ｙ

久
保
田
　
磨
　
子

二
Ｈ
―
一
〇
二
七
二
Ｍ

佐
　
野
　
寿
　
久

二
Ｈ
―
一
一
〇
二
六
Ｋ

國
　
井
　
元
　
宏

二
Ｈ
―
一
〇
二
八
四
Ｋ

松
　
野
　
亙
　
吾

二
Ｈ
―
一
一
〇
六
九
Ｌ

古
　
谷
　
竜
　
彦

二
Ｈ
―
一
〇
二
八
八
Ｐ

古
　
屋
　
幸
　
仁

二
Ｈ
―
一
一
〇
八
〇
Ｒ

浅
　
川
　
哲
　
也

二
Ｈ
―
一
〇
三
〇
一
Ｎ

古
　
谷
　
孝
　
市

二
Ｈ
―
一
一
一
二
三
Ｙ

渡
　
辺
　
英
　
智

二
Ｈ
―
一
〇
三
〇
二
Ｐ

横
　
山
　
潤
　
一

二
Ｈ
―
一
一
一
五
四
Ｍ

赤
　
池
　
夏
　
樹

二
Ｈ
―
一
〇
三
二
九
Ｎ

武
　
井
　
　
　
敦

二
Ｈ
―
一
一
一
九
七
Ｎ

山
　
本
　
大
　
介

二
Ｈ
―
一
〇
三
七
二
Ｐ

清
　
水
　
　
　
令

二
Ｈ
―
一
一
二
二
五
Ｎ

宮
　
澤
　
奈
津
子

二
Ｈ
―
一
〇
三
八
八
Ｙ

望
　
月
　
　
　
瞬

二
Ｈ
―
一
一
二
二
七
Ｒ

小
　
池
　
真
　
郷

二
Ｈ
―
一
〇
四
〇
〇
Ｐ

滝
　
口
　
昌
　
利

二
Ｈ
―
一
一
二
三
〇
Ｌ

小
山
田
　
徳
　
彦

二
Ｈ
―
一
〇
四
三
八
Ｋ

渡
　
邊
　
健
太
郎

二
Ｈ
―
一
一
二
三
九
Ｎ

塩
　
野
　
瑛
　
己

二
Ｈ
―
一
〇
四
七
一
Ｒ

駒
　
田
　
雄
　
飛

二
Ｈ
―
二
〇
〇
五
八
Ｍ

土
　
屋
　
陽
　
介

二
Ｈ
―
一
〇
五
一
三
Ｒ

依
　
田
　
満
　
希

二
Ｈ
―
二
〇
〇
五
九
Ｎ

宮
　
下
　
勝
　
正

二
Ｈ
―
一
〇
五
四
四
Ｌ

牧
　
田
　
佳
　
子

二
Ｈ
―
二
〇
〇
七
二
Ｍ

野
牛
嶋
　
裕
　
樹

二
Ｈ
―
一
〇
六
〇
〇
Ｌ

蔵
　
田
　
岳
　
志

二
Ｈ
―
二
〇
〇
七
三
Ｎ

小
　
林
　
　
　
誠

二
Ｈ
―
一
〇
六
二
七
Ｋ

加
　
藤
　
美
　
佳

二
Ｈ
―
二
〇
〇
八
六
Ｍ

宮
　
下
　
利
　
之

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
二
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

八
七
三



二
Ｈ
―
一
〇
六
五
五
Ｋ

山
　
下
　
由
　
衣

二
Ｈ
―
二
〇
一
一
五
Ｎ

藤
　
原
　
英
　
明

二
Ｈ
―
一
〇
六
七
〇
Ｌ

中
　
込
　
亜
矢
子

二
Ｈ
―
二
〇
一
八
五
Ｎ

粟
　
屋
　
夏
　
彦

二
Ｈ
―
一
〇
六
八
四
Ｌ

里
　
吉
　
洋
　
忠

二
Ｈ
―
二
〇
二
二
八
Ｐ

志
　
村
　
智
恵
美

二
Ｈ
―
一
〇
七
四
三
Ｐ

山
　
中
　
紀
　
人

二
Ｈ
―
二
〇
三
一
四
Ｙ

渡
　
邊
　
一
　
雄

二
Ｈ
―
一
〇
七
五
六
Ｎ

鈴
　
木
　
佐
江
美

二
Ｈ
―
二
〇
三
八
四
Ｙ

木
　
戸
　
順
　
子

二
Ｈ
―
一
〇
七
七
〇
Ｎ

嶋
　
津
　
隼
　
人

二
Ｈ
―
二
〇
四
一
三
Ｋ

鈴
　
木
　
啓
　
介

二
Ｈ
―
一
〇
七
八
六
Ｒ

田
　
邉
　
ま
す
み

二
Ｈ
―
二
〇
四
一
四
Ｌ

西
　
川
　
政
　
樹

二
Ｈ
―
一
〇
七
九
九
Ｐ

田
　
邉
　
　
　
稔

二
Ｈ
―
二
〇
四
二
七
Ｋ

古
　
田
　
真
　
也

二
Ｈ
―
一
〇
八
一
二
Ｎ

山
　
本
　
　
　
郁

二
Ｈ
―
二
〇
五
一
四
Ｎ

飯
　
塚
　
英
　
樹

'

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
字
中
河
原
三
四
二
三
の
一
、
三
四
二
三
の
二
、
三
四
二
三
の
三
並
び
に
同

町
西
条
字
北
河
原
三
四
三
〇
の
一
、
三
四
三
〇
の
二
、
三
四
三
〇
の
三
及
び
三
四
三
〇
の
四
の
区
域

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類

位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

水
　
　
路

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
中
北
建
設
事
務
所
及
び
昭
和
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
二
千
五
百
八
十
三
番
地
　
角
野
登
久
子

'

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

富
士
吉
田
市
新
西
原
四
丁
目
一
五
二
四
、
一
五
四
八
、
一
五
四
九
の
一
、
五
街
区
一
二
画
地
、
五

街
区
一
三
画
地
、
五
街
区
一
四
画
地
及
び
新
西
原
五
丁
目
五
五
九
七
の
四
の
一
部
及
び
五
五
九
七
の

五
の
一
部
の
区
域

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

富
士
吉
田
市
上
吉
田
二
丁
目
五
番
一
号
　
富
士
急
行
株
式
会
社
　
取
締
役
社
長
　
堀
内
光
一
郎

監
査
委
員

山
梨
県
監
査
委
員
告
示
第
十
一
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
九
十
九
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
監

査
の
結
果
に
基
づ
く
措
置
状
況
に
つ
い
て
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

山
梨
県
監
査
委
員
　
　
勝
　
　
　
　
　
良
　
　
三

同
　
　
　
　
　
　
　
　
早
　
　
川
　
　
正
　
　
秋

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
二
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

八
七
四



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
二
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

八
七
五



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
二
十
号
　
　
平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

八
七
六


